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問1 新月のときに月が地球から見えない理由について、太陽・月・地球の位置関係と光の反射の観点から説明したものとして適切なものを選びなさ
い。 （2021年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 月が太陽の裏側に完全に隠れてし
まうため、地球から月を直接観測す
ることができないから。

2. 太陽の光が強すぎるために月の光
が打ち消され、大気の影響で月が透
明に見えるようになるから。

3. 月が地球の影の中に入ることで、
太陽の光が月に全く当たらなくなる
から。

4. 月が太陽と同じ方向にあり、太陽
の光が当たっている面が地球の反対
側を向いているため、反射した光が
地球に届かないから。

問2 冬至の日に、オリオン座などの冬を代表する星座が地平線から現れる様子を観察しました。このとき、星座が昇り始める「時刻の目安」と「方
角」の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2016年 佐賀県公立入試 類似）

1. 日の出の頃に、東の方角から昇る 2. 日没の頃に、東の方角から昇る 3. 日没の頃に、西の方角から昇る 4. 日の出の頃に、南の方角から昇る

問3 北極付近において、秋分の日に太陽が地平線に沿って水平に動くように見えるのはなぜですか。その理由として適切なものを選びなさい。
（2025年 福岡県公立入試 類似）

1. 北極点では地球の自転の影響を全
く受けなくなるため

2. 北極付近では太陽が天頂（真上）
を通過する性質があるため

3. 観測地点である北極では、天の赤
道と地平面がほぼ重なっているため

4. 秋分の日は、太陽が地球の公転面
に対して最も高い位置に来るため

問4 ある日の太陽の動きを透明半球に記録した。1時間ごとの太陽の間隔はすべて3.0cmであり、東側のふち（日の出の位置）から9時の点までの長
さは8.4cm、15時の点から西側のふち（日の入りの位置）までの長さは9.8cmであった。この日の太陽の南中時刻として適切なものはどれか。
（2026年 高知県公立入試 類似）

1. 12時00分 2. 12時14分 3. 12時07分 4. 12時21分

問5 金星の表面温度は400℃を超え、太陽に近い水星よりも高くなっています。このように金星が極めて高温になっている主な理由として、大気の大
部分を占める気体の名称と、その気体がもたらす現象の組み合わせとして最も適切なものはどれですか。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 二酸化炭素 ― 温室効果 2. 窒素 ― 温室効果 3. 二酸化炭素 ― 太陽放射の反射 4. 酸素 ― 酸化反応

問6 昼の長さを白いひも、夜の長さを黒いひもで表し、その比率を比較するモデルを用いて南緯33度の地点の現象を考える。地球が北半球の夏至に
あたる公転位置にあるとき、モデルにおけるひもの長さの関係はどのようになるか。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 夜の長さを示す黒いひもが、1年
の中で最も長くなる

2. 白いひもと黒いひもの長さが等し
くなる

3. すべてのひもが白いひもになり、
夜がなくなる

4. 昼の長さを示す白いひもが、1年
の中で最も長くなる

問7 地球が公転している影響で、毎日同じ時刻に観察される星座の位置は、東から西へと少しずつ移動して見える。この星の見かけの動きを何とい
うか。また、1か月後の同じ時刻に同じ星座を観察したとき、その位置はどのようになっているか。 （2021年 富山県公立入試 類似）

1. 年周運動と呼ばれ、約30度東寄り
に見える

2. 年周運動と呼ばれ、約30度西寄り
に見える

3. 日周運動と呼ばれ、約1度西寄り
に見える

4. 日周運動と呼ばれ、約15度西寄り
に見える

問8 太陽、月、地球がこの順で一直線上に並んだとき、地球から見て太陽の一部または全部が月に隠されて見えなくなる現象を何といいますか。
（2019年 静岡県公立入試 類似）

1. 満月 2. 日食 3. 金星の太陽面通過 4. 月食

問9 地球の公転にともなって、星の見える位置が1年をかけて変化する動きを年周運動という。この年周運動により、ある星が南中する時刻は、1日
ごとにどのように変化するか。正しい説明を選びなさい。 （2015年 長崎県公立入試 類似）

1. 約15分ずつ遅くなる 2. 約4分ずつ遅くなる 3. 約15分ずつ早くなる 4. 約4分ずつ早くなる

問10 太陽の直径は地球の約109倍であることが知られています。天体望遠鏡で太陽を投影して観察した際、太陽の直径に対して約27分の1の大きさに
見える黒点が記録されました。この黒点の直径と大きさが最も近い太陽系の天体はどれですか。 （2026年 神奈川県公立入試 類似）

1. 天王星 2. 地球 3. 月 4. 木星

問11 地球の自転の向きと、月の公転の向きは、どちらも北極側から見て反時計回りです。このことが原因で起こる「月の出の時刻」の変化について
、その理由と現象の組み合わせとして最も適切なものはどれか。 （2016年 高知県公立入試 類似）

1. 月が地球の公転と同じ向きに自転
しているため、地球から見た月の位
置は変わらず、毎日同じ時刻に地平
線から昇る。

2. 月が地球の自転と同じ向きに公転
しているため、地球が1回転したとき
には月は先に進んでおり、月が地平
線から出るまでに追加の自転時間が
必要となり、毎日約50分ずつ遅くな
る。

3. 地球の自転速度が月の公転速度よ
りも圧倒的に速いため、月の公転に
よる影響は相殺され、毎日1時間以上
ずつ不規則に遅くなる。

4. 月が地球の自転と反対の向きに公
転しているため、地球が1回転する前
に月と遭遇することになり、毎日約5
0分ずつ早くなる。

問12 自ら光を放つ天体である太陽の特徴と、それを構成している主な物質の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2025年 岐阜県公立入試 類似）

1. 自ら光を放つ恒星であり、その主
な成分は水素やヘリウムなどの高温
の気体である。

2. 太陽系の中心にある惑星であり、
その主な成分は水素やヘリウムなど
の高温の気体である。

3. 自ら光を放つ恒星であり、その主
な成分は鉄やマグネシウムなどの金
属である。

4. 地球の周りを公転する衛星であり
、その主な成分は岩石や塵である。

問13 太陽と月の実際の大きさを比較するため、縮尺を合わせたモデルを作成します。月のモデルとして直径2cmの小さな球を使用し、太陽の直径が
月の直径の約400倍であることを正確に反映させる場合、太陽のモデルの直径として適切な数値を選択してください。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 80メートル 2. 0.8メートル 3. 8メートル 4. 800メートル

問14 地球の公転にともなって、同じ時刻に観測される星の位置が1年をかけて変化していく運動を何といいますか。また、その運動によって、ある星
が同じ位置に見える時刻は1日につきどのように変化しますか。 （2022年 神奈川県公立入試 類似）

1.
年周運動といい、約4分ずつ遅くなる

2.
日周運動といい、約4分ずつ遅くなる

3.
日周運動といい、約4分ずつ早くなる

4.
年周運動といい、約4分ずつ早くなる


